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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第77期
第２四半期
連結累計期間

第78期
第２四半期
連結累計期間

第77期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 64,549 60,622 134,772

経常利益又は経常損失（△）（百万円） △62 △65 400

当期純利益又は四半期純損失（△）（百

万円）
△96 △806 336

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△126 △890 392

純資産額（百万円） 3,769 3,396 4,287

総資産額（百万円） 20,398 18,847 21,336

１株当たり当期純利益金額又は１株当た

り四半期純損失金額（△）（円）
△7.05 △58.72 24.52

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 18.48 18.02 20.10

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△377 △749 1,721

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△18 12 50

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
163 △408 △1,090

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（百万円）
1,762 1,530 2,676

　

回次
第77期
第２四半期
連結会計期間

第78期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△）

（円）
△5.40 △50.69

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また、第77期

第２四半期連結累計期間及び第78期第２四半期連結累計期間においては、１株当たり四半期純損失でもある

ため記載しておりません。　

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

(1)当第２四半期連結累計期間において新たに発生したリスク

該当事項はありません。

(2)前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更

該当事項はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興需要を中心に緩やかな回復が見られたものの、海外

経済の減速に伴って生産や輸出が鈍化し、次第に景況感に陰りが見られるようになりました。

当水産流通業界におきましては、先行き不透明な経済状況から個人消費が低迷し、魚介類の取扱量は前年をやや下

回る結果となりました。

このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が前年同期比6.1％減の606億22百万円となり

ましたが、物流費や固定費の削減に努めました結果、営業損失は１億９百万円（前年同期は１億26百万円の営業損

失）、経常損失は65百万円（前年同期は62百万円の経常損失）と、ほぼ前年同期並みとなりました。

また、特別損失に減損損失６億27百万円、投資有価証券評価損88百万円を計上したこと等により、四半期純損失は

８億６百万円（前年同期は96百万円の四半期純損失）となりました。

セグメントの業績につきましては、当社グループの報告セグメントが水産物販売事業のみであり、当社グループの

業績における「その他」の重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

(2)財政状態の分析　

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末に比べて24億89百万円減少し、188億47百万円と

なりました。これは現金及び預金が11億30百万円、受取手形及び売掛金が４億89百万円減少すると共に、減損損失

を計上したことにより土地が６億16百万円減少したこと等によるものであります。　　

（負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末に比べて15億98百万円減少し、154億50百万円と

なりました。これは支払手形及び買掛金が10億63百万円が減少し、１年内返済予定の長期借入金を４億50百万円

返済したこと等によるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は前連結会計年度末に比べて８億91百万円減少し、33億96百万円と

なりました。これは四半期純損失を８億６百万円計上したこと等によるものであります。
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(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、15億30百万円（前連結

会計年度比11億45百万円減）となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権が４億34百万円減少する一方で、仕入債務が10億61百万円減

少したこと等により７億49百万円の支出(前年同期は３億77百万円の支出)となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入等により12百万円の収入(前年同期は18

百万円の支出)となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出等により４億８百万円の支出(前年同期は

１億63百万円の収入)となりました。

　

(4)事業上及び財政上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5)研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 47,800,000

計 47,800,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,324,819 15,324,819
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 15,324,819 15,324,819 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日　
－ 15,324,819 － 2,352 － 2,012
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本水産株式会社 東京都千代田区大手町２－６－２　 4,453 29.06

株式会社極洋 東京都港区赤坂３－３－５ 1,180 7.70

大水従業員持株会 大阪市福島区野田１－１－86　 875 5.71

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町１－13－２ 694 4.52

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１－４－１　 671 4.37

株式会社ベニレイ 東京都港区芝浦４－９－25 497 3.24

清水元一　 兵庫県尼崎市　 400 2.61

株式会社池田泉州銀行 大阪市北区茶屋町18－14 306 1.99

寳船冷蔵株式会社 大阪市西区南堀江３－16－30 225 1.47

利州株式会社 大阪市福島区野田１－１－86　 206 1.34

計 － 9,509 62.05

　　　（注）上記大株主以外に、当社が1,595千株（持株比率10.41％）を自己株式として保有しております。

なお、自己株式には、当社名義の預り担保5,000株を含んでおります。　
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　1,595,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　13,532,000 13,532 －

単元未満株式 普通株式　　　197,819 － －

発行済株式総数 　　　　　 15,324,819　 － －

総株主の議決権 － 13,532 －

　(注) 上記自己株式には、当社名義の預り担保5,000株を含んでおります。

　

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社大水
大阪市福島区野田

１－１－86
1,595,000－ 1,595,000 10.41

計 － 1,595,000－ 1,595,000 10.41

　(注) 上記自己株式には、当社名義の預り担保5,000株を含んでおります。

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】
　

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,696 1,565

受取手形及び売掛金 10,060 9,570

商品及び製品 1,775 1,875

繰延税金資産 136 140

その他 236 207

貸倒引当金 △143 △152

流動資産合計 14,762 13,207

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 836 809

土地 3,286 2,670

その他（純額） 147 122

有形固定資産合計 4,270 3,601

無形固定資産 237 233

投資その他の資産

投資有価証券 1,964 1,688

長期貸付金 299 298

破産更生債権等 1,971 2,030

固定化営業債権 894 890

繰延税金資産 21 22

その他 56 60

貸倒引当金 △3,142 △3,186

投資その他の資産合計 2,065 1,804

固定資産合計 6,574 5,639

資産合計 21,336 18,847
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,475 7,411

短期借入金 3,500 3,563

1年内返済予定の長期借入金 450 －

未払金 507 466

未払法人税等 59 63

賞与引当金 142 136

その他 250 264

流動負債合計 13,384 11,906

固定負債

退職給付引当金 2,667 2,628

役員退職慰労引当金 117 120

再評価に係る繰延税金負債 353 353

繰延税金負債 69 2

その他 456 439

固定負債合計 3,664 3,544

負債合計 17,048 15,450

純資産の部

株主資本

資本金 2,352 2,352

資本剰余金 2,012 2,012

利益剰余金 1,155 △686

自己株式 △705 △706

株主資本合計 4,814 2,972

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 220 136

土地再評価差額金 △747 287

その他の包括利益累計額合計 △527 423

純資産合計 4,287 3,396

負債純資産合計 21,336 18,847
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 64,549 60,622

売上原価 61,621 57,705

売上総利益 2,928 2,916

販売費及び一般管理費 ※1
 3,054

※1
 3,026

営業損失（△） △126 △109

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 40 39

受取賃貸料 65 66

天然ガス売却額 34 36

その他 29 6

営業外収益合計 170 150

営業外費用

支払利息 34 29

賃貸費用 31 33

天然ガス売却原価 35 40

その他 4 1

営業外費用合計 106 106

経常損失（△） △62 △65

特別利益

固定資産売却益 2 －

投資有価証券売却益 － 22

特別利益合計 2 22

特別損失

投資有価証券売却損 － 17

投資有価証券評価損 17 88

減損損失 － ※2
 627

その他 0 －

特別損失合計 17 734

税金等調整前四半期純損失（△） △77 △776

法人税、住民税及び事業税 36 55

法人税等調整額 △16 △25

法人税等合計 19 29

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △96 △806

少数株主利益 － －

四半期純損失（△） △96 △806
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △96 △806

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △29 △84

その他の包括利益合計 △29 △84

四半期包括利益 △126 △890

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △126 △890

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
　

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △77 △776

減価償却費 94 76

賞与引当金の増減額（△は減少） △40 △5

退職給付引当金の増減額（△は減少） △65 △39

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9 3

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16 53

受取利息及び受取配当金 △41 △40

支払利息 34 29

投資有価証券評価損益（△は益） 17 88

投資有価証券売却損益（△は益） － △4

減損損失 － 627

売上債権の増減額（△は増加） 42 434

たな卸資産の増減額（△は増加） △38 △99

その他の資産の増減額（△は増加） 0 8

仕入債務の増減額（△は減少） △304 △1,061

その他の負債の増減額（△は減少） △22 △39

未収消費税等の増減額（△は増加） 46 10

未払消費税等の増減額（△は減少） 10 17

その他 △0 0

小計 △352 △717

利息及び配当金の受取額 41 40

利息の支払額 △35 △25

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △32 △48

営業活動によるキャッシュ・フロー △377 △749

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20 △35

定期預金の払戻による収入 － 20

投資有価証券の取得による支出 △4 △3

投資有価証券の売却による収入 － 65

有形固定資産の取得による支出 △9 △26

有形固定資産の売却による収入 22 －

貸付金の回収による収入 2 1

その他 △9 △9

投資活動によるキャッシュ・フロー △18 12

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 210 63

長期借入金の返済による支出 △10 △450

自己株式の純増減額（△は増加） △0 △0

リース債務の返済による支出 △35 △22

財務活動によるキャッシュ・フロー 163 △408

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △232 △1,145

現金及び現金同等物の期首残高 1,995 2,676

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,762

※
 1,530
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　この変更による当第２四半期連結累計期間の損益への影響額は軽微であります。 

 

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。　

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

給料手当・賞与 1,326百万円 1,292百万円

賞与引当金繰入額 139 131

退職給付引当金繰入額 71 78

役員退職慰労引当金繰入額 10 13

貸倒引当金繰入額 7 54

　

※２　当第２四半期連結累計期間において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を特別損失に計上

　　いたしました。　

場所 用途 種類 金額（百万円）

　大阪府泉佐野市 　賃貸用資産
　土地 　　　　　　　607

　建物及び構築物 　　　　　　　　　　11

　宮城県石巻市 　遊休資産 　土地 　　　　　　　 　　　8

　　当社グループは、事業用資産については事業を基礎とし、賃貸用資産及び遊休資産については個別物件単位でグ

ルーピングしております。

　　上記の資産グループについては、時価の著しい下落により投資額の回収が見込めなくなったため、回収可能価額ま

で減額し、当該減少額を減損損失（627百万円）として特別損失に計上しております。

　　この減損損失を計上するにあたり、賃貸用資産の回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・

フローを2.38％で割り引いて算定しております。また遊休資産の回収可能額は正味売却価額により測定しておりま

す。

　　なお、土地については不動産鑑定評価額またはそれに準ずる方法により評価しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 1,782百万円 1,565百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △20 △35

現金及び現金同等物 1,762 1,530

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．配当に関する事項

　　該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当に関する事項

　　該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

　当第２四半期連結累計期間において、土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）

による再評価を行った土地について減損損失を計上し、当該土地にかかる土地再評価差額金の取崩を行い

ました。この影響により利益剰余金が1,035百万円減少いたしました。　　

EDINET提出書類

株式会社大水(E02818)

四半期報告書

15/18



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）において、当社グループは報告セグメントが水産物販売事業

のみであり、当社グループの業績における「その他」（冷蔵倉庫等事業）の重要性が乏しいため、記載を省略

しております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　　　該当事項はありません。

　　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

　　　水産物販売事業において、627百万円の減損損失を計上しております。

　　　なお、減損損失の概要につきましては、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（四半期連結

損益計算書関係）」をご参照ください。

　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △7円5銭 △58円72銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純損失金額（△）（百万円） △96 △806

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）

　　　　　　　　　　　　（百万円）
△96 △806

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,743 13,735

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また、１株当たり四半期純

損失であるため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成24年11月９日

株式会社大水
　  取締役会 御中  

 新日本有限責任監査法人 　

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 坂井　俊介　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 伊藤　栄司　　印

 　  　 　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大水の

平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２４年７月１日か

ら平成２４年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２４年４月１日から平成２４年９月３０日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大水及び連結子会社の平成２４年９月３０日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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